
東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます
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～３年間の制度運用で見えてきたこと～

開催まであと…

《※令和2年4月10日現在》

10月３日開幕！！

141日



■
こ
れ
ま
で
の
状
況

令
和
２
年
３
月
末
時
点
で
、
登

録
数
が
延
べ
１
４
４
件
、
成
約
数
が

66
件
で
、
内
33
件
は
転
入
世
帯
。
移

住
定
住
施
策
へ
の
効
果
に
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

■
専
門
家
の
力
強
い
サ
ポ
ー
ト

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
創
設
に
む
け

て
、平
成
28
年
度
、鹿
児
島
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会（
以
下「
県
宅
建
協
会
」

と
い
う
。）
南
薩
支
部
の
役
員
や
会
員

と
６
回
の
空
き
家
バ
ン
ク
検
討
会
を

開
催
し
、
空
き
家
を
活
用
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
や
登
録
を
促
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

本
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
が
順
調

に
運
用
で
き
て
い
る
の
は
、登
録
物
件

ご
と
に
担
当
す
る
市
内
の
県
宅
建
協

会
の
不
動
産
業
者
の
力
に
よ
る
も
の

で
す
。本
制
度
は
、県
宅
建
協
会
と
供

に
作
り
上
げ
、運
用
し
て
い
る
制
度
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
所
有
者
と
つ
な
が
る

　
①
啓
発
・
相
談
体
制

毎
年
「
固
定
資
産
税
」
の
納
付
書

に
空
き
家
バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
を
同
封

し
て
い
ま
す
。
こ
の
効
果
は
高
く
、　

年
々
、
問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
ま

す
。こ

の
チ
ラ
シ
に
は
、
県
宅
建
協
会

の
無
料
相
談
や
家
財
道
具
処
分
に
関

す
る
協
定
事
業
者
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
先
も
記
載
し
て
い
ま
す
。
空
き
家

活
用
に
つ
い
て
何
か
ら
考
え
た
ら
い

い
の
か
悩
む
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、

県
空
き
家
対
策
協
議
会
の
委
員
で
も

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
結
の
夢
来
人
・
絆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
協
定
を
結
び
相
談

な
ど
の
対
応
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
法
人
は
、
地
区
公
民
館
や

自
治
会
の
依
頼
に
応
じ
、
空
き
家
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
所
有
者
と
つ
な
が
る

　
②
お
盆
は
相
談
の
チ
ャ
ン
ス

お
盆
は
親
戚
が
集
ま
る
機
会
で
、

帰
省
者
が
多
い
時
期
で
す
。本
市
空

き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
６
割
は
所

有
者
が
市
外
住
民
。問
い
合
わ
せ
も

市
外
の
所
有
者
が
多
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
お
盆
の
期
間
に

「
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
相
談
会
」
と

「
空
き
家
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
（
図
２・
３
参
照
）。
こ
の
情

報
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
チ
ラ
シ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
外
所

有
者
は
、
固
定
資
産
税
納
付
書
に
同

封
さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
で
内
容
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
き
家
活
用
セ
ミ
ナ
ー
は
内
容
が

決
定
し
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
活
用
へ
の
壁
①
「
相
続
」

空
き
家
バ
ン
ク
検
討
会
の
中
で
も

頻
繁
に
テ
ー
マ
に
上
が
っ
た
も
の
。

活
用
に
お
け
る
一
番
大
き
な
壁
…

そ
れ
は「
相
続
」で
す
。

相
続
問
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て

は
、と
に
か
く
早
期
に
「
行
政
書
士
」

「
司
法
書
士
」
な
ど
の
専
門
家
に
つ

な
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
所
有
権

者
に
ど
れ
だ
け
手
続
き
を
行
う
気
に

な
っ
て
も
ら
え
る
か
が
市
と
し
て
は

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
所
有
権
者
全
員
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
登
録
対
応

す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
物
件
調
査

時
に
、
登
録
申
込
者
に
対
し
て
、
担

当
の
不
動
産
業
者
が
物
件
引
き
渡
し

ま
で
の
道
筋
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
に
気
持
ち

が
向
か
な
い
の
は
、
相
続
手
続
き
も

含
め
、
空
き
家
を
活
用
す
る
ま
で
の

行
程
が
見
え
な
い
か
ら
だ
と
考
え
ま

す
。現
在
は
、不
動
産
業
者
か
ら「
行

政
書
士
」「
司
法
書
士
」
な
ど
の
専
門

家
に
つ
な
ぐ
流
れ
が
で
き
て
お
り
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
を
き
っ
か
け
と

し
た
相
続
問
題
解
消
も
実
施
で
き
て

い
ま
す
。

■
活
用
へ
の
壁
②
「
家
財
道
具
」

残
さ
れ
た
大
量
の
家
財
道
具
。

こ
の
現
状
を
目
の
当
た
り
に
す
る

と
、
空
き
家
の
こ
と
を
考
え
る
の
も

お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ

で
、
他
自
治
体
の
家
財
道
具
処
分
に

関
す
る
支
援
制
度
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
全
体
的
に
補
助
金
の
利
用
が

少
な
く
、
空
き
家
活
用
を
促
進
す
る

制
度
に
な
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
本
件
を
空
き
家
バ
ン
ク
検

討
会
の
中
で
も
検
証
し
、
所
有
者
へ

の
「
費
用
と
手
間
」
の
負
担
軽
減
を

図
る
補
助
制
度
（
申
請
手
続
き
の
簡

略
化
）
を
創
設
し
、
市
と
連
携
協
定

を
締
結
し
た
「
丸
山
喜
之
助
商
店
」

と
「
寿
産
業
」
の
協
力
に
よ
り
、
現

在
活
発
な
制
度
利
用
が
展
開
さ
れ
、

活
用
促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
空
き
家
活
用
施
策

市
で
は
、
空
き
家
活
用
を
移
住
定

住
施
策
の
柱
と
位
置
づ
け
、
改
修
費

用
の
補
助
事
業
な
ど
の
支
援
制
度
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
は
、
埋
も
れ
た
宝

「
空
き
家
」を
市
が
掘
り
起
こ
し
、専

門
家
に
つ
な
い
で
流
通
を
図
る
制

度
。「
日
置
市
に
良
い
空
き
家
が
な

い
か
な
？
」
と
物
件
を
探
す
市
外
住

民
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
中
、
空
き

家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
移
住
定
住
を
促
進
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
「
空
き
家
は
少
し
で
も

早
く
活
用
し
よ
う
」
と
い
う
機
運
づ

く
り
を
、
市
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
運
用
レ
ポ
ー
ト

～
３
年
間
の
制
度
運
用
で
見
え
て
き
た
こ
と
～

ポ
イ
ン
ト
は
所
有
者
と
の
接
点

「
固
定
資
産
税
納
付
書
へ
の
同
封
」
と
「
継
続
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
」

平
成
25
年
に
実
施
さ
れ
た
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
を
き
っ
か
け

に
一
気
に
注
目
さ
れ
た
「
空
き
家

問
題
」。国
は
、平
成
27
年
「
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
」
を
施
行
し

て
い
ま
す
。

本
市
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年

調
査
時
は
、
使
途
不
明
な
空
き
家

が
２
８
７
０
件
で
し
た
が
、平
成

25
年
調
査
時
に
は
４
５
１
０
件

と
大
き
く
増
加
。
空
き
家
活
用
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
、
平
成
29
年

４
月
に
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

▲図１　令和元年度末までの延べ実績

▲空き家物件の情報公開の様子

▲図２　啓発チラシに掲載の相談会告知▲図３　啓発チラシに掲載のセミナー告知
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これであなたも日置通!

テープカットの様子

吹上支所落成式
吹上地域の新しいシンボルに

3/30

日置市役所本庁において、株式会社久保工務店、鹿児
島銀行、日置市の関係者が参加してかぎんSDGｓ推進私
募債贈呈式が行われました。「かぎんSDGｓ推進私募債贈
呈式」は私募債発行企業が指定する団体などに対して鹿
児島銀行が寄付・寄贈を行い、地域企業と銀行が一体と
なって地域の課題解決を図り、地域発展および持続可能
な地域の社会作りに貢献することを目的としています。株
式会社久保工務店はこの私募債を利用し、20万円を寄
贈。日置市の子どもたちへのコロナウイルス感染対策支援
を通じて、安心・安全な教育環境の整備のために使用され
ることになっています。

㈱久保工務店代表取締役久保珠美さんから市長へ目録が渡されました。

地域の子どもたちの安心安全のために
かぎんSDGｓ推進私募債贈呈式

4/22

令和元年12月に結ばれた協定に基づき、３月31日、青
松園で引き渡し式が行われました。内容は、日置市特別養
護老人ホーム青松園の建物の無償譲与と土地の15年間
の賃貸借の契約。
昭和61年５月に設置された青松園は、平成24年４月か

ら社会福祉法人恵里会が指定管理者として運営していま
したが、在り方検討委員会や日置市特別養護老人ホーム
青松園民間移管選定委員会などを経て、民間への移管を
決定しています。

特別養護老人ホーム青松園内で引渡し式が行われました。

地域包括ケアシステム維持のために
日置市特別養護老人ホーム青松園引渡し式

3/31

吹上支所の庁舎の建て替え工事が完了し、落成式が行
われました。旧庁舎は伊作町と永吉村が合併して間もない
昭和34年に建設され、60年以上にわたり地域住民の生活
を見守ってきましたが、老朽化が激しく平成29年から建替
え工事を進めていました。オープニングセレモニーでテー
プカットを行った後、式典では新庁舎の設計・建設に携わっ
た関係者へ感謝状の授与も行われました。新庁舎の外観
は茶色の柱に緑の屋根で黒松を表現しています。旧庁舎
同様、地域住民に愛される吹上地域の新しいシンボルとし
て地域を見守り続けるでしょう。

ひおきの宝

父 正大　母 愛

篠原 愛奈ちゃん 4 歳 10 カ月

正愛ちゃん 2 歳 1 カ月

しのはら あい  な

ま  あい

2人仲良くお話する姿をみて、ほ
んとうに大きくなったなぁとうれ
しい気持ちでいっぱいです。困っ
た人を助けてあげられる、優しい
女の子になってね！いつでもお父
さんお母さんは2人の味方だよ♪

お子さんの写真を大募集
子どもは世の宝！広報ひおきでは応募してくださったお子さん、お孫さん
の写真にメッセージを添えて掲載します。記念になることは間違いなしで
す。下記の応募情報をメールか郵送によりご応募ください。
たくさんのご応募おまちしてます。

◆応募要件　日置市内の６歳以下のお子さん
◆応募内容　①お子さんの氏名（読み方）・生年月日
　　　　　　②保護者の住所・氏名・連絡先
　　　　　　③お子さんへのメッセージ（120字以内）
　　　　　　④最高の笑顔の写真♥
◆応募先　　・メールアドレス  kouho@city.hioki.lg.jp
　　　　　　・郵送先　〒89-2592　日置市伊集院町郡一丁目100番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　 日置市役所　総務課秘書広報係
※応募いただいた写真は原則として返送いたしませんので、ご承知ください。

応募フォーム

■以下の場合には、日置市にお住まいの皆さまは
　伊集院保健所（℡２７３-２３３２）に電話で相談しましょう。
　①風邪の症状や 37.5 度以上の熱が４日以上続く
　②強いだるさや息苦しさがある
　・重症化しやすい高齢者や基礎疾患がある方に加えて、念のため
　　妊婦さんは、こうした状態が２日程度続いたら相談しましょう。
　・症状がこの基準に満たない場合には、かかりつけ医や近隣の医
　　療機関にご相談ください。

武将と一緒に体力維持！家で動こう！

新型コロナウイルス感染症関連情報

　新型コロナウイルス感染症を防ぐために外出を控えることで、運動不足になりがちです。次の体操を
参考に、無理のない範囲で自宅で体を動かし、体力低下・生活習慣病を予防しましょう。

開眼片脚立ち スクワット

フロントランジ（踏み込み）

●コロナウイルスに感染したかも？と思ったら●

　市のホームページで新型コロナウイルス感染症に関する情報をご確認ください。
　ＵＲＬ　https://www.city.hioki.kagoshima.jp

左右１分間ずつ
１日３回

１日５、６回を３セット
８秒数えてゆっくりと！

膝がつま先より
前に出ないように！

つま先立ち

１日10～20回を２、３セット
８秒数えてゆっくりと！

筋力がついて
きたら片足で♪

コロナに負けるな！

１日５～10回を２、３セット
８秒数えてゆっくり伸ばしましょう！

太ももが水平になるくらいに
腰を深く下げる

　　
人ごみを避け、
１人や限られた人数で
散歩をしましょう。
マスクも忘れずに♪

転倒しないように、
何かにつかまりま
しょう。

家に足軽がいない場合は
イスや机につかまりましょう！

たまには散歩

ひおきＰＲ武将隊

ひおきＰＲ武将隊
健活プロジェクトリーダー

山田有栄

健活11健活11
イレブン

バランスが不安な場合は
イスや机につかまりましょう！
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自治会は、広報紙等の配布、お知らせや案内等の周知、敬老会や運動会の実施など、公共サービスの一端も担っています。
市も地域が何を求めているかを模索する中で、必然的に両者の連携が求められ、相互に対等な立場で協力し合う協働の関係
が築かれています。
その中でも自治会のまとめ役である「自治会長」は、行政や地区公民館、各種団体との連携においても中心的な役割を担
い、活躍しています。
住みよい地域づくりには、皆さんの協力が必要です。自治会活動へ積極的にご参加ください。

東市来地域
自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号
高 山 町田　二朗 274-6625 杉 之 迫 川手　親久　 274-1043 堀 内 住吉　　徹 274-2007
鉾 之 原 鉾之原吉光 274-9432 坂之上下 谷口　正行 274-5420 上伊作田 池田　昭德 274-0161
立 和 名 立和名清光 274-6587 美 山 桐野　　潤 274-2062 元伊作田 比良　富雄 090-3013-1513
荻 米澤　和正 274-5106 牧 之 角 西　　展孝 274-0792 中伊作田 迫田　浩二 274-1349

北 山 北山　幸廣 274-1241 大 平 北園　俊郎 274-9509 柿 之 迫 内田　義秀 274-1680
上 床 馬場口昭浩 274-3928 皆 田 東 鍛治屋隆雄 274-0605 江 口 福山　　誠 274-0065
田 代 石神　　勝 248-8759 皆 田 西 松尾　正裕 274-3656 川 北 小松　俊春 274-5379
梅 木 徳重　隆雄 274-6237 丸 牧 宮前　正徳 274-1730 平迫比良 中村　敏明 274-4054
元 養 母 馬場口博己 274-0723 上 野 東 上和田　昭 274-0150 赤 崎 中間　憲一 274-3998
下 養 母 住吉　仲一 274-3603 上 野 西 徳永　和博 274-4786 鈩 口 後夷　義弘 274-9425
麓 上 岩下　方義 274-2010 向 湯 田 重信　吉孝 090-5907-0891 永 山 永山　勝則 274-0209
麓 下 住吉　　信 274-2644 駅 前 永野　重光 274-3907 神 之 川 山口　有二 274-4104
古 市 田丸　幸徳 274-1481 中 央 重信　和夫 274-0115 南神之川 上園　正人 274-1754
城之町上 上原　修一 274-5515 元 湯 福留　　樹 274-2222
城 之 町 村原　法文 298-9388 田 之 湯 秋嶺　良一 274-1285

日吉地域
自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号
二 潟 潟山　義清 090-4410-4451 帆 之 港 満尾　修一 292-5043 毘 沙 門 西　　保廣 292-4825
山 田 畠中　明雄 292-3296 八 幡 小正　利文 292-2505 草 原 川畑　義明 090-2512-5630
日 新 平野　秀夫 292-2977 柿 の 谷 加藤　健一 292-3428 北 区 早川　良行 292-2177
熊 野 中原　章登 292-3074 諏 訪 伊内　敏男 292-2445 中 区 坂口　　正 292-4660
西 郷 櫨元　義隆 292-3195 草 見 田中　　馨 292-3050 南 区 妙見　義弘 292-4553
日 置 麓 黒石　久美 292-5105 笠 ヶ 野 下笠　寛秋 292-3878 扇 尾 諸正　秀雄 292-4768

伊集院地域
自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号
上 方 限 末永　義弘 272-2352 中 福 良 奥　　葊美 272-4169 下神殿１区 福永　治巳 273-6485
四 郎 園 田中　和弘 273-6196 平 古 切原　　勉 295-4345 下神殿２区 早瀬　和弘 272-4354
下 方 限 畠中　弘毅 272-5552 郡 下 太皷　清貴 273-1781 下神殿３区 有馬　博文 272-5017
麓 東 丸田　堅次 273-5405 大 田 上 原之園義隆 273-0133 下神殿４区 福山　利郎 273-0613
天神馬場 上村　修造 272-3857 大 田 中 松元　　昇 273-0022 桑 畑 山田　　明 273-3510
上之馬場 北平　健一 273-1229 大 田 下 平島　良一 273-2603 野 田 今村　壽久 273-3427
元 町 樋口豊三郎 272-5686 久木野々 岩﨑　裕司 273-6571 寺 脇 森竹　一昭 273-2617
向 江 町 榎園　順吉 080-1706-0512 飯牟礼下 岡村　　豊 272-7223 朝日ヶ丘 田中　敬之 273-3726
中 央 通 吉丸　三郎 273-2726 腰 川路　正信 273-6755 立 野 鮫島　尊美 272-2865
駅 前 徳留　秋輝 272-2009 善 福 今村　悦男 272-3245 妙円寺１区 小川　和征 273-6106
銀 天 通 家村　紀弘 273-1650 飯牟礼上 宮川　善徳 273-3924 妙円寺２区 奥村　和隆 248-7137
城 山 宮原　博憲 273-0827 飯牟礼中 徳永　勝己 273-2627 妙円寺３区 永井　秀久 273-1134
荒 瀬 前田　純正 273-1586 古 城 山口　賢志 272-2145 妙円寺５区 下野　茂美 090-7472-5882
小 城 御領園　忍 090-4349-7453 恋 之 原 諏訪田幸一 273-0458 妙円寺６区 今別府秀美 099-813-7287
瀬 戸 内 上野　義信 272-4654 下 土 橋 和田　　学 273-0732 妙円寺７区 外園　昭実 272-3160
徳 重 東 東　　廣実 273-2670 上 土 橋 町田　　満 273-9207 妙円寺８区 平　　美治 273-5620
猪 鹿 倉 八木　　博 272-2552 中 川 上　　菊男 273-9228 妙円寺９区 迫　　和則 090-8930-5183
清 藤 芝原　八郎 273-4317 竹 之 山 馬場園利信 273-9516 つつじヶ丘１区 上園　義彦 273-0280
郡 上 瀬戸山　忍 273-0922 麦 生 田 野崎講一郎 273-9911 つつじヶ丘 2･3 区 川口　八洲 273-2722
郡 内 南田　達宏 273-6018 上 神 殿 木下潮比兒 080-5271-3155
宮 脇 西　　　忍 273-3725 中 神 殿 新村　正人 273-2370

吹上地域
自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号 自治会名 会長名 電話番号
西 本 町 櫻井　健一 296-2652 小 野 浜 田﨑　修身 296-4590 上 和 田 下園　雄二 296-3100
東 本 町 原田　　繁 090-7925-5247 小野馬場 矢崎　悠一 296-4762 中 和 田 栫井　廣志 296-3245
坂 元 平峯　正德 296-5433 小 野 東　由紀夫 296-2908 下 和 田 下野　和博 296-4976
多 宝 寺 山之内正弘 296-3916 下 田 尻 馬場　一郎 296-4613 苙 岡 松下　光一 296-6784
ふ も と 長谷川　徹 296-3727 中 田 尻 徳田　祐治 296-2092 入 来 西園孝太郎 296-5881
小 牧 宮内　健二 296-3312 上 田 尻 上城　英視 296-4380 西 原 安田　信夫 296-2387
湯 之 元 岩井田悦雄 296-2917 芋 野 堀之内美智子 296-5757 入 来 浜 上野　　勉 296-3255
南湯之元 池之　睦夫 296-5439 野 首 山之氏利行 296-3333 今 田 福元　茂樹 296-3126
緑 ヶ 丘 中村　節子 296-2235 下 与 倉 大園　　浩 296-3367 小 永 吉 赤井田秀和 296-5378
窪 田 宇都　廣己 296-6350 藤 元 吉留　義雄 296-5745 草 田 原 坊野　和文 299-3051
宮 坂 山下　和子 296-5592 赤 仁 田 本山　　誠 296-6049 下 草 田 山之内孝一 299-3155
上中之里 坂口　　貴 296-4368 上 与 倉 窪田　和洋 296-5662 浜 田 吉留　秀喜 299-3012
下中之里 田中　德藏 296-4335 田 之 尻 久保　勝明 296-6039 川 中 恒吉　英治 297-2514
南 宮 内 平峯　之廣 296-4687 今 観 龍 遠矢　静夫 296-6020 新 川 原 甲斐　安城 297-2587
東 宮 内 窪　　俊一 296-4105 平 鹿 倉 下野　孝次 296-3143 永吉中央 岩元　清則 297-2691
西 宮 内 畑野　好美 296-2869 日 添 新羽坪祐一 296-5616 永 吉 東 山之内益美 297-2308
中 津 髙田　　仁 296-3092 苙 口 東　　建次 296-5970 印 口 印口　和雄 299-3332
亀 原 永田　正樹 296-4865 瀬 谷 榊　　幸治 296-2683 坊 野 坊野　幸一 297-2886
花 熟 里 左近允　学 296-4878 助 代 坂口　正視 296-2197

　自治会での自治活動を推進しようと、各地域には自治会長
連絡協議会が組織されています。年に６回、自治会活動に関
する研修会を開き、活動や組織づくり、市政など、直面する
課題の協議や、情報交換を行っています。
　また、地域連絡協議会の相互調整を行いながら、市との連
携を図る日置市自治会長連絡協議会を組織しています。

日置市自治会長連絡協議会
役　職 氏　　　名 地　域
会　長 末永　義弘 伊集院
副会長 鍛治屋隆雄 東市来
〃 加藤　健一 日　吉
〃 櫻井　健一 吹　上
会　計 宮川　善徳 伊集院
監　事 村原　法文 東市来
〃 満尾　修一 日　吉

※市の会長・副会長は地域の会長から選出。

東市来地域自治会長
連絡協議会選出理事

役　職 氏　名 地　域
会　長 鍛治屋隆雄 皆田東
副会長 福留　　樹 元　湯
書紀会計 町田　二朗 高　山
自治会長43人で構成

伊集院地域自治会長
連絡協議会選出理事

役　職 氏　名 地　域
会　長 末永　義弘 上方限
副会長 宮川　善徳 飯牟礼上
書紀会計 川口　八洲 つつじが丘2・3区
自治会長 61人で構成

日吉地域自治会長
連絡協議会選出理事

役　職 氏　名 地　域
会　長 加藤　健一 柿の谷
副会長 下笠　寛秋 笠ヶ野
書紀会計 平野　秀夫 日　新
自治会長18人で構成

吹上地域自治会長
連絡協議会選出理事

役　職 氏　名 地　域
会　長 櫻井　健一 西本町
副会長 永田　正樹 亀　原
書紀会計 平峯　之廣 南宮内
自治会長56人で構成

令和２年度日置市自治会長連絡協議会組織体制

※各地域の連絡協議会役員及び理事から選出された上記 12人が市連絡協議会の理事を務めます。

自治会長を紹介します!! （敬称略）令和2年度

Hioki City Public Relations 2020.5 広報ひおき 2020.57 6



ステップ1 ステップ3

ステップ2

LINEで日置市公式アカウントを友達登録していただくだけで利用することができます!!

LINEを開いて左
下の「ホーム」を
タップしてホー
ム画面に移動

右上の「友達追
加ボタン」を押
して、追加方法
でQRコードを
選択

カメラ画面で上
のQRコードを
読み込み、友達
追加することで
完了!!

Powered by LINE,Watson HIOKI CITY

キャッシュレス
決済事業者

※事業者は追加される場合があります

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
２
倍
に

今
注
目
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
」。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物

を
す
る
と
、
一
人
当
た
り
最
大
５
千
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
の
効
果
も
あ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が
急
増
中
。
昨
年
度
の

12
月
と
比
べ
て
２
倍
近
く
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
の
申
請
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
今
年
２
月
の
段
階
か
ら
、

全
世
帯
向
け
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
広
報
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

全
国
的
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
か
か
る
時
間
が
通
常
の

１
カ
月
よ
り
長
く
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
申
請
が
遅
れ
た
場
合
、
事
前
設
定
期
間

で
あ
る
８
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
取
得
で
き
ず
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点

に
は
充
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
き
、
で
き
る

だ
け
早
く
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
・

取
得
し
て
い
た
だ
き
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

有
効
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆�

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
る
事
業
者

も
続
々
と
決
定

取
得
で
き
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が
ど
の
よ

う
な
事
業
者
で
利
用
で
き
る
か
と
い
う
情

報
が
続
々
と
更
新
さ
れ
、
対
応
す
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
も
発
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
が
身
近
で
目
に
す
る
こ
と
の
あ
る

事
業
者
も
た
く
さ
ん
参
画
し
て
い
ま
す
。
現

在
参
画
が
決
定
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
事
業
者
を
見
る
と
、
本
市
内
で
も
気
軽

に
利
用
で
き
る
事
業
者
も
入
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

「
お
得
」
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
。

☆
登
録
者
増
加
中
!!

広
報
ひ
お
き
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
た
「
ひ

お
き
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
サ
ポ
ー
ト
24
」。
皆
さ
ん
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
日
置
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
と
お
友
達

に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
運
用
開
始
直
後
か
ら
、
新

聞
掲
載
を
は
じ
め
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
近
隣
自
治
体
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
直
接
電
話
に
て
問
い

合
わ
せ
や
改
善
点
・
要
望
、
お
褒
め
い
た
だ

く
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
お
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
改
善

寄
せ
ら
れ
た
改
善
の
声
の
中
に
、
問
い
合

わ
せ
に
対
す
る
回
答
の
正
確
性
の
こ
と
に
つ

い
て
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
運
用
開
始

直
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
懸
念
し
て
い
た

部
分
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
Ａ
Ｉ
は
、
回
答
で
き
な

か
っ
た
質
問
を
覚
え
さ
せ
る
こ
と
で
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
進
化
し
て
い
き
ま

す
。
今
は
ま
だ
成
長
途
中
で
す
が
、
皆
さ

ん
の
お
力
で
ど
ん
ど
ん
賢
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

一
緒
に
育
て
て
い
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

☆
今
後
は
皆
さ
ん
に
役
に
立
つ
通
知
も
発
信
!!

皆
さ
ん
が
興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お

陰
で
、
現
在
約
２
千
人
の
か
た
が
た
と
お
友

達
に
な
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
市
に
は
２
千
人
の
皆
さ
ん
と

直
接
つ
な
が
る
こ
と
の
で
き
る
ツ
ー
ル
は
存

在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
情
報
を
発
信
で
き

る
よ
う
、
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
も
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
便
利
な
日
常
を
。
こ

れ
か
ら
も
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
「
ひ
お
き
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
サ
ポ
ー
ト
24
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ひおきLINEサポート24
絶賛稼働中！！

マイナポイント制度
キャッシュレス民間事業者決定！！

お友達2000人突破
最大

5000円
キャッシュバック
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CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

CIVIC NEWS

高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
吹上支所

地域振興課福祉係
からのお知らせ

福祉課
障害福祉係からの
お知らせ

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

軽度・中等度難聴児のコミュニケーション能力向上を支援
するため、補聴器購入費の一部を助成します。
対象者
次の全てに該当する児童（18 歳未満）の保護者で、日置市内に住所を有する方。
①　両耳の聴力レベルが 30 デシベル以上で、身体障害者手帳の交付対象となら

ない児童
②　補聴器を身に着けることで、言語の獲得などの一定の効果を期待することが

できると指定医師が判断する児童
③　その属する世帯の世帯員全員について、市町村民税所得割額が 46 万円未満

であること

難聴児に係る補聴器の購入などに要する経費と別途定めた基準価格とのいずれか
少ない額の３分の２を助成します。 ※修理は含みません。

助成金額

申請に必要なもの（購入前に申請が必要です）
①　申請書
②　指定医師の作成した意見書
③　意見書の処方に基づき、補聴器販売業者が作成した見積書
※前述以外の書類を提出いただく場合があります。

【お問い合わせ先】
本庁市民福祉部福祉課障害福祉係　TEL ２４８―９４１６
または各支所地域振興課福祉係

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
自
ら
の
健
康
づ

く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
、
そ
し
て
交

流
を
通
じ
た
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
目

標
と
し
て
お
り
、
現
在
市
内
で
88
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
吹
上
地
域
の

　
　
中
之
里
長
寿
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
中
之
里
長
寿
会
は
昭
和
39
年
に
設
立

さ
れ
、
現
在
男
性
９
人
、
女
性
18
人
の

計
27
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
研
修
視
察
、
近
所

の
保
育
園
の
子
供
た
ち
と
一
緒
の
七
夕
飾
り
作
り
な
ど
、
定
期
的
に

会
員
が
集
う
催
し
を
開
催
し
、
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
沿
い
の
花
壇
で
、
季
節
の
花
の
植
栽
や
管
理
、
自
治

公
民
館
の
草
取
り
、
掃
除
な
ど
地
域
の
環
境
美
化
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
、
健
康
づ
く
り
や

生
き
が
い
づ
く
り
を
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
く
で
き
る
「
高
齢
者
ク
ラ

ブ
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

七夕飾り作りの様子

▲公民館の清掃活動

市 民 と と も に 、 安 全 ・ 安 心 を つ な ぐ 日 置 の 水 道

CIVIC NEWS
縮小版

CIVIC NEWS

社会教育課
国体推進係からの
お知らせ

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
に
お
け
る

運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

国体運営ボランティア募集中！
～　あなたもかごしま国体に参加しませんか　～

　燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会では、今年開催される「燃ゆる感動
かごしま国体」において、来場される方へのおもてなしや、会場清掃などの活動
にご協力いただけるボランティアを募集しています。

募集人数
活動内容

活動期間

応募資格

応募方法

１００人程度

(1) レスリング　10 月４日（日）～７日（水）　吹上浜公園体育館
(2) 軟式野球　　10 月９日（金）～ 11 日（日）伊集院総合運動公園野球場
　　　　　　　  10 月９日（金）・11 日（日）　東市来運動公園湯之元球場
(1) 原則として日置市に在住または通勤・通学している個人もしくは団体また
は日置市に活動の拠点を置く団体
(2) 燃ゆる感動かごしま国体開催年度において中学生以上の者。応募時点で
18 歳未満の場合は、保護者の同意を必要とする。
所定の登録申込書に必要事項を記入のうえ、実行委員会事務局（社会教育課国体
推進係）まで持参もしくは郵送、ＦＡＸ、メールによりご応募ください。ただし、
応募時点で 18 歳未満の方は保護者の同意書が必要なため、持参か郵送に限ります。
登録申込書などは実行委員会ホームページからダウンロードできます。

《 市実行委員会ホームページＵＲＬ　https://hiokicity-kokutai2020.jp/ 》

受付・案内 整理・誘導 環境美化 会場サービス

【お問い合わせ先】　社会教育課国体推進係（東市来支所内）　ＴＥＬ２７４-２１７５

　
水
道
事
業
は
、安
心
で
安
全
な

水
の
供
給
、公
衆
衛
生
の
向
上
や

水
質
保
全
の
役
割
な
ど
、市
民
生

活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

　
本
市
の
水
道
は
、昭
和
29
年
に

伊
集
院
地
域
の
上
土
橋
簡
易
水
道

を
創
設
し
た
の
が
始
ま
り
で
、昭

和
34
年
の
東
市
来
地
域
の
美
山
簡

易
水
道
、吹
上
地
域
で
は
野
首
簡

易
水
道
、昭
和
45
年
の
日
吉
地
域

の
日
吉
簡
易
水
道
が
創
設
さ
れ
る

な
ど
、60
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
水
道
で
す
が
、事
業
の
運

営
は
使
用
者
で
あ
る
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、人
口
減
少
に
合
わ
せ
、

給
水
収
益(

水
道
料
金
収
入)

が

年
々
減
少
し
、加
え
て
災
害
対
策

へ
の
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
る
な

ど
、水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、年
々
少
な
く
な
る
給
水

収
益
と
、年
々
拡
大
す
る
老
朽
設
備

の
更
新
と
い
う
社
会
環
境
の
変
化

に
い
ち
早
く
対
応
す
る
取
り
組
み

に
よ
り
、各
家
庭
や
事
業
所
に
つ

な
が
る
総
延
長
８
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
水
道
管
を
市
民
と
と
も
に

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
30
年
度 

漏
水
等
事
故
件
数

　
・
伊
集
院
地
域
　
99
件

　
・
東
市
来
地
域
　
97
件

　
・
日
吉
地
域
　
　
34
件

　
・
吹
上
地
域
　
　
61
件

　
　
計
　
２
９
１
件

※

管
の
破
損
、
ポ
ン
プ
の
異
常
、

　電
気
設
備
の
故
障
な
ど

老朽化が著しい水道管を更新する様子

欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ

ひ
お
き
の
水
道
vol.1
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国体通信

《国体参加章、大会メダル、炬火トーチなどを紹介します》

燃ゆる感動かごしま国体日置市実行委員会ＨＰ＆ＳＮＳを開設中！

　いよいよ今年10月に開幕する「燃ゆる感動かごしま国体」。今月号では国体や大会に出場される選
手に渡される参加章や記念章、入賞者に授与される大会メダル、炬火リレーで使用される炬火トーチ
と炬火受皿をご紹介します。

　鹿児島県の国指定伝統工芸品の薩摩焼
（白薩摩）を素材に使用し、また、両大会
の感動と思い出が残るようにマスコット
キャラクターの「ぐりぶー」と「さくら」
が炬火を持って走るデザイン。

　鹿児島県の国指定伝統工芸品である
本場大島紬の龍郷柄、薩摩焼の籠目透
かし彫り、県花であるミヤマキリシ
マ、桜島の火山灰圧縮プレートととも
に、マスコットキャラクターの「ぐり
ぶー」や大会ロゴマークを８角形のフ
レームに配置したデザイン。

【炬火トーチ】
　県鳥で国の天然記念物にも指
定されている「ルリカケス」と
県花である「ミヤマキリシマ」
を組み合わせ鹿児島の豊かな自
然の魅力を表現したデザイン。
（川辺仏壇の技術を活用）

【炬火受皿】
　鹿児島の豊かな自然や息吹を象徴する
「風」と「波」をモチーフに青色で表現
し、薩摩切子をイメー
ジした模様が遠目から
でもよく映えるように
デザイン。
（薩摩焼により製作）

タイムリーな情報を随時アップしますので、ぜひご覧ください。

国体を一緒に成功させよう！

ボランティア募集中！ 協賛企業・団体募集中！

詳しくは市実行委員会HPで確認を！

参加章・記念章

大会メダル

炬火トーチ・受皿

実行委員会HP facebook InstagramTwitter

《参加章（表・裏）》

《金メダル（表・裏）》 《銀メダル（表）、銅メダル（表）》

《記念章（表・裏）》

日置市マレーシア親善大使派遣事業

ひおき歴史街道 №12

　前
回
、
島
津
豊
久
の
壮
絶
な
最
期
に
触
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
父

　島
津
家
久
も
勇
猛
さ
で
知

ら
れ
ま
す
。
家
久
は
、
天
文
16
年
（
１
５
４
７
）

に
島
津
貴
久
の
四
男
、
い
わ
ゆ
る
島
津
四
兄
弟

の
末
弟
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
生
誕
地
は
、

伊
作
城
（
日
置
市
吹
上
町
）
と
さ
れ
ま
す
が
、

家
久
誕
生
時
に
父
の
貴
久
が
一
宇
治
城
（
同
市

伊
集
院
町
の
城
山
公
園
）
へ
移
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
生
誕
地
は
同
城
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
久
は
、
祖
父
の
忠
良
（
日
新
斉
）
か
ら
「
軍

法
戦
術
に
妙
を
得
た
り
」
と
評
さ
れ
た
と
さ
れ
、

「
名
将
言
行
録
」
に
は
「
勇
武
精
悍
、
飲
酒
遊
戯

を
好
ま
ず
、
常
に
武
を
講
ず
る
を
楽
み
と
為
す
」

（※

）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
家
久
の
智

略
と
勇
猛
さ
に
よ
っ
て
耳
川
の
戦
い
（
高
城
合

戦
）・
沖
田
畷
の
戦
い
・
戸
次
川
の
戦
い
な
ど
で

勝
利
を
治
め
ま
し
た
。

　現
在
、
明
智
光
秀
（
？

－

１
５
８
２
）
の
生

涯
を
描
い
た
ド
ラ
マ
が
放
映
中
で
す
が
、
家
久

は
、
こ
の
光
秀
と
交
流
し
た
人
物
で
も
あ
り
ま

す
。
天
正
３
年
（
１
５
７
５
）、29
歳
の
家
久
は
、

伊
勢
参
詣
な
ど
の
旅
に
出
ま
し
た
。
同
年
５
月

14
日
、
近
江
（
滋
賀
県
）
を
訪
れ
た
家
久
を
、

光
秀
は
琵
琶
湖
の
大
き
な
屋
形
船
で
出
迎
え
、

盃
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。
翌
15
日
に
も
光
秀
は
、

居
城
坂
本
城
（
同
県
大
津
市
）
に
家
久
を
招
待

し
ま
す
が
、
家
久
が
遠
慮
す
る
と
光
秀
の
方
か

ら
や
っ
て
き
て
、
茶
の
湯
を
共
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
久
は
、
茶
道
の
作
法
に
「
不
案
内
」

で
あ
る
と
し
て
、白
湯
を
所
望
し
ま
し
た
。ま
た
、

即
興
で
催
さ
れ
た
連
歌
で
も
謙
虚
さ
の
た
め
か

家
久
は
、
歌
を
詠
む
こ
と
を
辞
退
し
て
い
ま
す
。

【
参
考
図
書
・
史
料
】
岡
谷
繁
実
「
名
将
言
行
録
」
（※

Ｍ

２
初
版
で
は
「
勇
悍
善
ク
戦
フ
」
と
あ
る
）
、
「
玉
里
文
庫

本
　
家
久
君
上
京
日
記
」
鹿
児
島
県
史
料
拾
遺
４
（
鹿
児
島

県
史
料
拾
遺
刊
行
会
）
、
「
本
藩
人
物
誌
」
鹿
児
島
県
史
料

集
13
（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
）
、
『
鹿
児
島
県
史
料
』
旧
記

雑
録
後
編
１
・
旧
記
雑
録
拾
遺
諸
氏
系
譜
３
（
鹿
児
島

県
）
、
桐
野
作
人
氏
『
さ
つ
ま
人
国
誌
』
戦
国
・
近
世
編
１

（
南
日
本
新
聞
社
）
、
白
井
忠
功
氏
「
京
都
の
島
津
家
久̶

『
中
書
家
久
公
御
上
京
日
記
』̶

」
（
『
立
正
大
学
文
学
部

論
叢
』
１
０
８
）
、
村
井
祐
樹
氏
「
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
『
中
務
大
輔
家
久
公
上
京
日
記
』
」
（
『
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
紀
要
』
16
）
、
新
名
一
仁
氏
「
島
津
家
久
・
豊
久
父

子
と
日
向
国
」
（
『
宮
崎
県
文
化
講
座
研
究
紀
要
』
44
宮
崎

県
立
図
書
館
）

こ
の
ほ
か
、家
久
は
、風
呂
や
酒
肴
、城
内
見
学
、

手
土
産
な
ど
、
光
秀
か
ら
手
厚
い
も
て
な
し
を

受
け
ま
し
た
。

　こ
う
し
た
家
久
と
光
秀
の
交
流
は
、
家
久
の

上
京
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
記
に
は
、

京
都
な
ど
で
和
歌
の
題
材
と
な
っ
た
名
勝
地
を

巡
っ
た
こ
と
や
、
行
軍
中
に
馬
上
で
居
眠
り
を

す
る
織
田
信
長
を
目
撃
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
有
名
な
連
歌
師
の
里
村
紹
巴

や
、
武
将
で
千
利
休
の
弟
子
で
も
あ
る
古
田
織

部
な
ど
と
も
交
流
し
て
お
り
、
猛
将

　家
久
の

文
化
人
的
側
面
が
う
か
が
え
ま
す
。

　後
に
家
久
は
、佐
土
原
城
主（
宮
崎
県
宮
崎
市
）

と
な
り
ま
す
が
、
天
正
15
年
、
豊
臣
軍
の
九
州

征
伐
に
降
伏
後
、
急
死
。
本
市
吹
上
町
永
吉
の

家
久
菩
提
寺「
梅
天
寺
跡
」に
は
彼
の
墓
が
あ
り
、

永
吉
島
津
家
の
祖
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。

『明智光秀と島津家久の交流
　　　　　　　「中務家久上京日記」』

　少林山梅天寺（市指定史跡）は、もともと元中２
年（1385）、石屋真梁開山とされる妙法寺（曹洞
宗）。永吉島津家が当地を治めるにあたり、家久の
法号「梅天長策大禅伯（大禅定門）」から同寺号に
改められた。明治期の廃仏毀釈で廃寺。なお、家
久の死は、病死・毒殺など諸説ある。

▲「中務家久上京日記」

　史料によっては、「中務大輔（中書）家久公御上
京日記」などとも題される。写真は、天保６年（1835
年）の伊作郷士による写本。

（日置市吹上歴史民俗資料館蔵）

▲梅天寺跡の島津家久墓塔
（日置市吹上町永吉）

ちゅうしょ

てんぽう

げんちゅう

せきおく しんりょう

て
ん
ぶ
ん

い
ち

う

じ
じ
ょ
う

じ
ょ
う
や
ま

さ
と
む
ら
じ
ょ
う
は

ふ
る
た
お
り

べ

さ

ど
わ
ら

ぼ

だ
い
じ

ば
い
て
ん
じ

じ
っ
し
ん
さ
い

げ
ん
こ
う
ろ
く

た
の
し

せ
い
か
ん

じ
ょ
う

た
か

な
わ
て

へ

つ
ぎ
が
わ

て
ん
し
ょ
うお

う
み

さ
か
ず
き

さ

ゆ
れ
ん

が

し
ゅ
こ
う

皆さん、お元気ですか。新年度、新生活は落ち着きましたか。今
回は日置市マレーシア親善大使派遣事業について紹介したいと思

います。1999年、旧吹上町時代から第一期マレーシア親善大使派
遣事業が始まり、2014年からは2年に1回派遣しています。2018年8

月、第17期日置市マレーシア親善大使派遣事業で7人の日置市民、市職
員と一緒にマレーシアを訪れました。その際、マレーシア人のお宅に二日間ホームステイを
したり、熱帯農園の見学をしたりと、現地の文化と生活を楽しく学びました。マレーシアの
小学校では、妙円寺詣りの歌、ドラえもんの歌とマレーシアの民謡を披露しました。アン
コールを受けてマレーシアの小学生と一緒にドラえもんの歌を歌って盛り上がりました。
♪第17期日置市マレーシア親善大使の声を紹介♪
 “朝ご飯がすごく珍しかったです。「プトゥ・マヤムPutu Mayam」 というそうめんの麺を丸くパンケーキのよう
にしたものに、黒糖とココナッツをかけて巻いて食べるというものです。甘くて私は好きでした。マレーシアに家
族や友達ができたので、これからも連絡し合いたいと思います。” 山下歌琳さん
 “ホストファミリーが迎えに来てくれたとき、はじめはすごく不安でした。コミュニケーションも上手く取れるか分
からず、ファミリーに馴染めるかも危ういと思っていました。しかし、ホストファミリーから積極的に声をかけて
くれて、比較的すぐに馴染むことができました。ホストファミリーとお別れするときになって実感が湧いてきて、

２日間でここまで悲しくなるとは予想していませ
んでした。本当に楽しい思い出をたくさん作るこ
とができました。” 牧浦佑樹さん。
私は、国際交流員としてマレーシア文化講座やマ
レーシア交流実行委員会などさまざまな交流イベ
ントに参加しています。皆さんもぜひ参加してマ
レーシアという国を体験してみてください。

マレーシア出身国際交流員

ヌルルフダ

International
Hioki

マレーシアの小学校での演奏
友好都市のスバンジャヤ市職員と
マレーシア料理を作りました。
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※市役所各課の電話番号は全て直通になっています。
　お掛け間違いのないようお気を付けください。

広報 ひおき年
金
相
談
に
つ
い
て

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
の
専
門
相
談
員

が
年
金
を
受
け
取
る
手
続
き
や
仕
組
み
、

保
険
料
な
ど
、
年
金
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、

各
種
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
本
人
確
認

の
た
め
に
公
的
機
関
発
行
の
顔
写
真
付
き

証
明
と
年
金
手
帳
な
ど
の
関
係
書
類
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　
６
月
17
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で

場
所　
日
吉
支
所　
２
階
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
吉
支
所
地
域
振
興
課
市
民
係

☎ 

２
９
２ ｰ 

２
１
１
３

小
鶴
ド
ー
ム
の
使
用
に
つ
い
て

小
鶴
ド
ー
ム
天
幕
の
修
繕
を
、
左
記
日

程
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
小
鶴
ド
ー

ム
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ご
不
便
な
ど
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

修
繕
期
間　
６
月
１
日
か
ら
９
月
30
日（
使

用
不
可
期
間
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎ 

０
９
９ ｰ 

２
４
８ ｰ 
９
４
３
４

ア
ナ
ウ
ン
ス
講
習
会
受
講
生
募

集
に
つ
い
て

声
の
出
し
方
や
相
手
に
伝
わ
る
放
送
原

稿
の
読
み
方
な
ど
を
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

「
話
し
方
」
に
興
味
の
あ
る
児
童
生
徒
お
よ

び
学
生
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

こ
の
機
会
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
基
礎
を
学

習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
師　
有
賀
真
姫
氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
）

日
時　
６
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で

場
所　
市
中
央
公
民
館　
３
階
研
修
室
２・３

対
象
者　
日
置
市
内
在
住
ま
た
は
通
学
す

る
、
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

の
児
童
生
徒

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

内
容　
プ
ロ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
実

技
指
導
（
声
の
出
し
方
、
原
稿
の
読
み
方
、

相
手
に
伝
わ
る
話
し
方
な
ど
）

申
込
方
法　
直
接
申
し
込
み
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
（
申
込
書
は
本

庁
社
会
教
育
課
お
よ
び
各
支
所
教
育
振
興

課
に
あ
り
ま
す
。）

申
込
期
限　
５
月
15
日
㈮
か
ら
29
日
㈮
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係　

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
３
２

令
和
２
年
度
せ
っ
ぺ
と
べ
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
に
つ
い
て

６
月
７
日
㈰
に
日
吉
運
動
公
園
に
て
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
「
せ
っ
ぺ
と
べ

イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
商
工
観
光
課
観
光
戦
略
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
０
９

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
＆
デ
リ
バ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
開
に
つ
い
て

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰
り
）
や
デ
リ

バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
出
前
）
が
可
能
な
店

舗
や
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
ま
し
た
。
現
在
一
部
の
店

舗
な
ど
の
公
開
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す

が
、
今
後
情
報
提
供
が
あ
り
次
第
随
時
更

新
す
る
予
定
で
す
。
不
安
な
毎
日
が
続
い

て
い
ま
す
が
、
地
元
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

詳
し
く
は
、「
日
置
市　
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
政
策
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
０
９

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
案

内
に
つ
い
て

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
で
は
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
に
際
し
て
役
立

つ
技
能
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
）

募
集
期
間　
５
月
７
日
㈭
か
ら
６
月
５
日

㈮
ま
で

訓
練
期
間　
７
月
７
日
㈫
か
ら
９
月
30
日

㈬
ま
で

対
象
者　
障
が
い
の
あ
る
方
で
、
早
期
の

就
職
や
再
就
職
を
目
指
す
方
（
就
労
支
援

事
業
所
な
ど
で
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
も
受
講
可
能
）

訓
練
内
容　
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓
練

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
、
写

真
編
集
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
な
ど
の

実
践
的
技
術
の
習
得
な
ど
）

特
典　
授
業
料
は
無
料
で
、
給
付
金
が
支

給
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
教
材
費 

４
４
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
先　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎ 

０
９
９
６ ｰ 

４
４ ｰ 

２
２
０
６

  

０
９
９
６ ｰ 

４
４ ｰ 

２
２
０
７

調
理
補
助
員
の
募
集
に
つ
い
て

市
で
は
、
日
置
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
調
理
補
助
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

勤
務
場
所　
日
置
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
日
数　
月
14
日

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
の
う
ち
７･

５
時
間

勤
務
条
件　
労
働
保
険（
雇
用・労
災
）有
り

報
酬
額　
時
間
額
８
３
４
円

通
勤
手
当　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
支
給

提
出
書
類　
会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
申

込
書
１
部
提
出
（
写
真
貼
付
）

※
申
込
書
は
本
庁
教
育
総
務
課
お
よ
び
各

支
所
教
育
振
興
課
、
日
置
南
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

提
出
期
限　
５
月
29
日
㈮
午
後
5
時
ま
で

【
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

日
置
南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
９
６ ｰ 

３
５
５
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
開
催
に

つ
い
て

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
、
医
師
に
よ

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
対
象
は
、
う

つ
病
や
気
分
障
が
い
な
ど
の
こ
こ
ろ
の
健

康
で
お
悩
み
の
ご
本
人
や
ご
家
族
の
方
で

す
。
相
談
会
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、

相
談
会
の
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
相
談
内
容
お
よ
び
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
原
則
と

し
て
医
師
に
よ
る
相
談
会
に
は
保
健
師
が

同
席
し
ま
す
。

～
医
師
に
よ
る
相
談
会
～
　

日
時　
６
月
４
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　
吹
上
中
央
公
民
館
（
午
前
）、
日
置

市
中
央
公
民
館
（
午
後
）

相
談
時
間　
１
人
当
た
り
１
時
間

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
健
康
保
険
課
健
康
づ
く
り
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
２
１

本
庁
福
祉
課
障
害
福
祉
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
１
６

松
く
い
虫
航
空
防
除
に
つ
い
て

吹
上
浜
公
園
、
吹
上
地
域
お
よ
び
日
吉

地
域
一
部
の
吹
上
浜
海
岸
松
林
の
松
く
い

虫
航
空
防
除
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
。
散
布
期
間
中
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

離
発
着
な
ど
大
変
危
険
で
す
の
で
、
散
布

地
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
散
布
時
間
内
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
海
岸
で
の
釣
り
な
ど
も

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
な
お
散
布
区
域
内
で

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

実
施
期
間
お
よ
び
場
所

５
月
27
日
㈬
伊
作
川
よ
り
北
側
（
一
部
日

吉
地
域
含
む
）

５
月
28
日
㈭
伊
作
川
よ
り
南
側

※
天
候
不
良
の
場
合
は
順
延
と
な
り
ま
す
。

散
布
時
間

午
前
５
時
か
ら
正
午
ご
ろ
ま
で

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

☎ 

２
７
３ ｰ 

８
８
７
０
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
各
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
中
止
・

延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

東
市
来
地
域
浄
化
槽
清
掃
業

務
の
委
託
に
つ
い
て

５
月
よ
り
、
日
置
市
東
市
来
町
内
の
浄

化
槽
清
掃
業
務
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

直
営
に
よ
る
業
務
に
加
え
、
一
部
業
務
委

託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
浄
化
槽
清
掃
業
務
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
串

木
野
衛
生
セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

委
託
業
者
名　
㈲
メ
ッ
ク

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

串
木
野
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
９
９
６ ｰ 

３
２ ｰ 

３
６
１
２

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
け
出
制
度
に
つ
い
て

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

民
有
林
を
伐
採
す
る
と
き
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

届
け
出
の
対
象
者　
伐
採
を
行
お
う
と
し

て
い
る
者

提
出
期
間　
伐
採
開
始
日
の
90
日
か
ら
30

日
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
書
類　
伐
採
届
、
伐
採
箇
所
の
区
域

お
よ
び
面
積
が
わ
か
る
書
類

留
意
事
項　
無
届
で
伐
採
を
し
た
場
合
に

は
伐
採
の
中
止
お
よ
び
造
林
を
命
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
安
林
の
伐
採
な
ど
に
つ
い
て
は
、
鹿

児
島
県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
林
務
水
産
係

☎ 

２
７
３ ｰ 

８
８
７
０

鹿
児
島
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林
務
係

☎ 

８
０
５ ｰ 

７
３
６
１

夏
休
み
国
内
野
外
活
動
・
国
際

交
流
事
業
に
つ
い
て

文
科
省
所
管
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

夏
休
み
国
内
野
外
活
動
・
国
際
交
流
事
業

と
し
て「
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」「
小

笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
」
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
休

み
は
世
界
遺
産
を
舞
台
に
一
生
の
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
）

期
間　
８
月
４
日
㈫
か
ら
８
月
８
日
㈯
ま

で
（
４
泊
５
日
）

場
所　
静
岡
県
朝
霧
野
外
セ
ン
タ
ー

定
員　
日
本
人
70
人　
外
国
人
20
人

対
象　
小
学
３
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で

内
容　
富
士
山
登
山
、
テ
ン
ト
生
活
体
験
、

野
外
炊
飯
体
験
、
世
界
の
遊
び
に
挑
戦
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ゲ
ー
ム
な
ど

提
出
期
限　
７
月
10
日
㈮

（
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加

者
募
集
）

期
間　
８
月
14
日
㈮
か
ら
８
月
20
日
㈭
ま

で
（
６
泊
７
日
）

※
北
海
道
、北
東
北
、北
陸
、近
畿
以
西
は
、

８
月
13
日
㈭
出
発

場
所　
東
京
都
小
笠
原
村
父
島

定
員　
30
人

対
象　
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

内
容　
海
の
自
然
体
験
活
動
、
森
の
自
然

体
験
活
動
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
生
活
体
験
、
野

外
炊
事
体
験
、
星
空
観
察
な
ど

提
出
期
限　
７
月
17
日
㈮

※
参
加
費
は
同
封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費
と
旅
費
の
合
算
金
額

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本
全
国
か
ら
参

加
可
能
で
す
。
最
寄
り
駅
ま
た
は
空
港
か

ら
の
参
加
費
表
記
が
な
い
場
合
は
、
別
途

お
見
積
り
い
た
し
ま
す
の
で
本
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会　

担
当　
高
田

☎ 

０
３ ｰ 

６
４
１
７ ｰ 
９
７
２
１

  info@
kskk.or.jp

放
送
大
学
の
入
学
生
募
集
に
つ

い
て

放
送
大
学
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
働
き

な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
い
ま

２
０
２
０
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
料
請
求
は
無
料
で
す
。

募
集
学
生
の
種
類

（
教
養
学
部
）

・ 

科
目
履
修
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

・ 

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

・ 

全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、
卒

業
を
目
指
す
）

（
大
学
院
）

・ 

修
士
科
目
生
（
６
カ
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

・ 

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）

出
願
期
間

（
第
１
回
）

６
月
10
日
㈬
か
ら
８
月
31
日
㈪
ま
で

（
第
２
回
）

９
月
１
日
㈫
か
ら
９
月
15
日
㈫
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

【
資
料
請
求
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎ 

２
３
９ ｰ 

３
８
１
１

  

２
３
９ ｰ 

３
８
４
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

Ｄ
Ｖ
相
談
体
制
の
拡
充
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
被

害
者
の
相
談
支
援
の
た
め
、
都
道
府
県

な
ど
に
お
い
て
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
最
寄
り
の

相
談
窓
口
に
つ
な
が
る
よ
う
、
全
国
共
通

の
電
話
相
談
ナ
ビ
（
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

：

０
５
７
０ ｰ 

０ ｰ 

５
５
２
１
０
）
を
設
け

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
起
因
し
て
、
生
活
不
安

や
ス
ト
レ
ス
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
増
加
・

深
刻
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
内
閣
府
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
補
完
し
な
が
ら

Ｄ
Ｖ
相
談
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
新
た

に
、
当
面
、「
Ｄ
Ｖ
相
談
＋
（
プ
ラ
ス
）」

を
開
始
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://soudanplus.jp

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

本
庁
市
民
福
祉
部
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

☎ 

２
４
８ ｰ 

９
４
１
６

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

日
時　
６
月
４
日
㈭
午
後
１
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で

場
所　
市
中
央
公
民
館　
２
階
小
会
議
室

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
鹿
児
島
支
部
会
員

相
談
内
容　
不
動
産
登
記
全
般
（
権
利
関

係
）、
民
事
一
般
、
後
見
、
多
重
債
務

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分
で

す
。事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

【
予
約
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎ 

２
５
６ ｰ 

０
３
３
５

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

相
談
従
事
者

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
日
置
支
部
会
員

相
談
内
容　

相
続
、
後
見
、
公
正
証
書
、

離
婚
、
そ
の
他
生
活
相
談

相
談
料　
無
料

そ
の
他　
相
談
時
間
は
１
人
当
た
り
30
分
で

す
。事
前
予
約
の
あ
っ
た
方
を
優
先
し
ま
す
。

【
予
約
先
】

種
子
島
行
政
書
士
事
務
所

☎ 

２
７
２ ｰ 

２
４
０
５

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

行
政
書
士
岩
井
田
健
太
郎
事
務
所

☎ 

０
９
０ ｰ 

２
７
１
９ ｰ 

２
１
１
９

場所 日時

吹上支所
2階大会議室 5月26日（火）

東市来支所
3階応接室 6月23日（火）
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日置市立図書館ホームページ 検 索

おすすめ本紹介

おすすめ本紹介 ちょっと図書館話

図書館長の独り言

-    Ｇｏ ｔｏ Ｌｉｂｒａｒｉｅｓ    -

住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを最期まで続けるために
住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを最期まで続けるために

～いのちを支える医療と介護の輪～
　本市では、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを、人生の最期まで続けることが
できるよう、医療と介護をはじめとした地域のネットワークづくりを進めています。

　訪問看護認定看護師の川﨑氏を講師
に迎え、訪問看護師としての経験や『人
生会議』について講話を頂きました。
　また、介護体験発表では、介護を楽しむ
コツなどお話し頂き、参加者から｢今後に
活かしたい｣などの感想が聞かれました。

　退院後の介護や生活に関する不安、訪問診療や訪問看護
など、在宅療養についてのご相談をお受けしています。お気
軽にご相談下さい。

在宅医療と介護をつなぐ講演会

　“住み慣れた地域で最期まで自分らしく生きる”ために考え
る「人生会議」についてお話します。 　人生の最終段階における『もしもの時』のために自ら

が希望する医療やケアについて記入する「私の想い
シート」掲載のリーフレットをダウンロードできます。

　最期まで自分らしい人生を送るための準備として、自分の人
生を振り返り、大切な人に自分の想いを伝える「エンディング
ノート」の書き方や活用法をお話します。

みんなで学ぼう！出前講座

地域医療連携室について令和２年２月３日

開 設 日 月～金（祝日年末年始除く）
午前8時30分～午後5時
099-248-9423

開設時間
連 絡 先

:
:
:

※日置市地域包括支援センター内

検索日置市  在宅医療介護連携

在宅医療介護連携推進事業ホームページ開設！

医療機関
在宅療養支援診療所

訪問看護

リハビリ専門職

歯科医・
歯科衛生士

地域包括
支援センター

医療連携相談室

薬剤師

地域の方
との繋がり

サロン
筋ちゃん広場

ケアマネジャー
(居宅介護支援事業所)

管理栄養士

介護保険
サービス事業所

※サービス付高齢者向け住宅や
有料老人ホームなども含む

かかりつけ医
自宅等※

　かかりつけ医とは、日頃から病気

や健康に関することを何でも相談

できる身近で頼りになるお医者さ

んのことです。また、専門的な治療

が必要と判断されるときは、適切な

医療機関などを紹介してくれます。

　いざという時のために、前もって

かかりつけ医などと相談し、いろいろ

な選択肢をみつけておきませんか？ 

取組事業紹介取組事業紹介

ひおき

佐々木聰／著　文藝春秋／刊

　電気も水道もない山奥で
暮らすことを選んだ老夫婦
と、ふたりを支える家族の
思いを描いたドキュメンタ
リー映画「ふたりの桃源郷」
を、担当ディレクターが約
30年にわたる取材をもとに
書籍化。

平野浩二／著　あさ出版／刊

　「音としては聞こ
えているのに、言
葉として理解でき
ない」・「聴覚検査
をしても異常はな
い」という特徴のあ
る、聴覚情報処理
障害。聞き取りをよ
くするためのツー
ルや工夫を分かり
やすく紹介します。

つるたようこ／作　福音館書店／刊

　京の都に、おそろしい鬼が現れました。さら
われた娘たちを救うため、知恵と勇気のある
6人が立ち上がります。絵巻物などで知られ
る鬼退治の伝説ですが、その姿をよく見ると、

敵も味方
も、なんと
野菜！大
胆にアレ
ンジされた
「 酒 呑 童
子」の物語。

オオノ・マユミ／著　パイインターナショナル／刊

一日一色、誕生花のイラストレーションと、伝統食を
組み合わせた本が出来あがりました。

花名や花ことば
を調べたり、自分
や大切な人の誕生
日をめくってみる
のも楽しい一冊。
いろいろな色に

出会って、日常が
ちょっと豊かにな
ります。

工藤直子／文　あべ弘士／絵　童心社／刊

小さな粒からうまれたちび竜は、ボウフラ、
たんぽぽ、もぐらなどいろいろな生き物に出

会い、風や水
や土と仲良
くなっていく。
神通力も使え
るようになり、
やがてでかく
なったちび竜
は光る青い地
球を抱いて…。

　各図書館では、おはなし会を開催しています。
　それぞれが工夫を凝らした内容のおはな
し会です。おはなしの世界を一緒に楽しんで
みませんか。小さいお子さんも一般の方も大
歓迎です。
　詳しい内容については、各図書館へお問
い合わせください。

今月のイチ押し!!
「ふたりの桃源郷」

中央
図書館
オススメ

!

　近くの木々は、日増しに葉を青々と茂らせ、そ
の梢を渡る薫風に、五月の爽やかさを感じます。
　昨年の秋のことですが、日本中が熱気と興奮に
沸いた時がありました。それは、ラグビーワール
ドカップ日本大会。日本代表は予選リーグ４戦全
勝で決勝トーナメントに進出。初のベスト８。決
勝トーナメントでは強豪南アフリカチームに敗れ
はしたものの、最後まであきらめずに前を向く姿
は、私たちに勇気と感動を与えてくれました。そ
の日本代表が大事にしていたことが「ワンチーム」
です。お互いがお互いを支え合い、個々が全力を
出し切ると、集団として１００%を越えるプラスア
ルファの力を発揮することがあります。私たち４
つの日置市立図書館も、この「ワンチーム」を合
言葉にして、５月の風のように爽やかに、お互い
を支え合いながらよりよい図書館づくりに努めて
参ります。

『爽やかな風の中で…』

図　書　館 開　館　時　間 休　館　日 電　話
中央図書館 ９：00〜19：00 毎週木曜日、５月19日(火) 273-6886
東市来図書館

９：00〜18：00
（土・日・祝日）９：00〜17：00

毎週月曜日、５月22日(金) 274-9610
ひよし図書館 毎週月曜日、６月12日(金) 292-2001
ふきあげ図書館 毎週月曜日 245-1711

イベント情報

開 館 情 報

場　　所 イベント名 日　　　時

中央図書館

むぎばたけのおはなし会 ５月27日(水)、６月10日(水)15:15〜
みつばち文庫のおはなし会 ５月23日（土）10:30〜
図書館友の会 ５月26日(火)９：30〜
どようおはなし会 ６月	６日（土）10：30〜
ファミリーおはなし会 ６月13日（土）10：30〜

東市来図書館 こけけおはなし会 ６月	６日（土）10：30〜

ひよし図書館
成人読書会 ６月17日（水）10：00〜
おはなし会 ６月13日（土）14：30〜

ふきあげ図書館
おはなし会（ぽけっとファンタジー） ５月23日（土）14：00〜
赤ちゃんのおはなし会 ６月	６日（土）10：30〜

「聞こえているのに聞き取れない
　聴覚情報処理障害ＡＰＤがラクになる本」 「やさいのおにたいじ」

「誕生花で楽しむ、
　　和の伝統色ブック」「ちび竜」

ひよし
図書館

東市来
図書館

中央
図書館

ふきあげ
図書館
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キリトリ線✂

P O S T  C A R D

お手数ですが
63 円切手を
お貼りください

日置市役所
総務課秘書広報係

◎ご氏名

◎ご住所

◎ペンネーム

※記入がない場合、イニシャルで掲載します。

フリガナ

年齢／　　　　　歳　　　　　性別／　　男　・　女

電話（　　　　　）　　　　　－

行
（No.181／ 2020.05月号）

⇧点線に沿って切り取ってください。（官製ハガキでも可）

このコーナーは読者の皆さんから
の生の声をご紹介するページです。
本紙への感想、皆さんの日置市で
の出来事など、たくさんの声をお
聞かせください。
◎今月のお題

～先月のお題は『花』でした～ ～日置市のこと、身近な話題などなんでもお聞かせください～

今月のお題1 フリートーク2

５月は新茶の季節！日置市の特産品
でもあるお茶の効能には抗ウイルス
作用、動脈硬化予防、肥満予防などさ
まざまな効能があるといわれていま
すが、みなさんはどんなときにお茶を
飲みますか？そんな「お茶」に関する
エピソードをお待ちしています。お便
りを掲載させていただいた方に新茶
「ひおき茶」をプレゼント。応募締切り
は５月25日(月)当日消印有効です。

「お茶」

※本庁、各支所に読者の声応募BOXも設置してあります。応募BOXの場合は切手もいりませんのでぜひご活用ください!!

新型コロナウイルスの影響で、不要不急の外出・外泊を
自粛し始めてから家で楽しめる趣味が増えました。鉢

植えの花を育てたり、イベントで売るためのアクセサリーを
作ったり、資格取得の勉強をしたり、読書をしたり、懸賞に応
募したり、公募に応募したり、とても充実した日々を送って
います。家で過ごす時間ができた今、その時間を有意義に
使って普段はできないことをたくさんしようと思います。
お家時間楽しむぞー!!オー !!!

（ちあふる　伊集院町　20代女性)
　花の愛で方もいろいろですね。花を生けなおせる人は凄
いと思います。花好きの奥様と娘さんに囲まれて華やかな
ご家庭なんでしょうね。私も花を見るのは好きで、きれい
な花を見つけるとついつい足を止めてカメラを向けたくな
ります。その季節にしか咲かない花の一番美しい瞬間をカ
メラで切り取るという感覚もなかなか楽しいですよ！

　お家時間がどんどん増えていきそうですね。マイナス
に捉えてしまいがちなことを、チャンスと捉えていろい
ろな事にチャレンジするその積極的なところ、すごくす
てきです。いいですね！前向きな気持ちになれた気がし
ます。時間は待ってはくれません。ワクワクしながら“次
できること”を探しましょう！部屋に一輪必ず花を飾るようにしている。高価な花を

たくさん飾ることはできないけど、日々時間を過ご
す部屋に一輪だけでも生きた色があることで、パッと心が
明るくなる。花たちは、私たちの心の中の見えない気持ちや
こうなりたいという願望を反映してくれる代弁者なのだろ
う。ただまっすぐに花瓶の中でシャンと咲いてくれる赤い
ガーベラに「ありがとう」とつぶやいた。春らしく、花のよう
に生きていきたいと願った。

（雨月猫　伊集院町　30代女性）

　「部屋に必ず一輪の花」を心がけるその気持ちが素晴
らしいですね。リラックスするためには落ち着ける空間
作りが重要だそうです。花があるだけでその空間は華や
かなものになりますよね。自宅で過ごすことが多くなっ
ている今日この頃、せめてみずみずしい花を愛でながら
シャンと過ごして生きたいですね。

　“お花集め”楽しそうですね。季節によっていろんな花
がありそうなので年間をとおして続けられる趣味になり
そうです。紫陽花がお好きでしたら、ぜひ６月になった
ら土橋地区へお出かけしてみてください。地区住民のか
たがたが、地域づくりの一環として紫陽花が県道沿いに
植えられていますのでドライブに良いかもしれません。

年になってから“お花集め”をしています。あじさいと
ハゴロモジャスミンを買ってきました。紫陽花でも

いろいろ品種があって５色の色鉛筆みたいに集めていま
す。とってもきれいです。

（Ｙ．Ｗ　吹上町　60代女性)

今

花 より団子」「色気より食い気」派の私としては、花と
いえば通りすがりに「あ、きれいだな」と思う程度

のものでしたが、頂いたお花を大事に玄関や床の間に生け
なおす妻、華道部で勉強している我が子を見ていると「なる
ほど、こういう花の愛で方もいいものだな」と思わされま
す。相変わらず花の名前は覚えられませんが。

（Ｒ．Ｋ　伊集院町　40代男性）
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享
年
は
満
年
齢
で
す
。

編
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で
た

む

市
民
の
窓
は
希
望
し
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ハ

① 話題の内容に○をお願いします。　　　　１.今月のお題　　　　　２.フリートーク

③ アンケート：好きな記事を２つ○でお選びください。

プレゼント応募締切：令和２年５月25日(月)※当日消印有効
キリトリ線

１．特集　２．まちの話題　３．行政インフォメーション　４．健幸情報ひおき　
５．図書館へようこそ！　６．うたごよみ　７．市民の窓　８．編集たいむ

② ①で選択した内容をお書きください。フリートークでは、広報紙を読んだ感想、今後取り上げて
ほしい記事から皆さんの周りであった身近な出来事や話題まで、何でも好きなことをお書きください。

R
e

a
d

e
r

s
'

 
v

o
i

c
e

皆さんの声
待っています。
読者の皆さんの生の声をお
届けする掲示板です。

「今月のお題」から「フリー
トーク」まで、皆さんの生
の声を何でもお待ちしてい
ます。
※個人情報の取り扱い
 ・ご記入いただいた個人情報は、お便

りのご紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

※文書の添削
 ・掲載する文書は、添削させていただ

く場合がありますので、あらかじめ
ご了承ください。

✂

「おいしい新茶できました」 ◎市の人口（住民基本台帳）

◎地域別人口

総人口／
男　性／
女　性／
世帯数／

47,745人（－312）
22,570人（－180）
25,175人（－132）
22,489世帯（－28）

11,086人
24,762人

4,607人
7,290人

今月の
表紙

鹿児島県日置市

市　章

市の面積　253.01㎢

東市来地域
伊集院地域
日 吉 地 域
吹 上 地 域

Readers' voice

◎広報紙に広告を載せませんか？
市民の方への企業紹介と市の財源確保や企業の発展に貢献
するために広報紙有料広告を行っています（最終頁参照）。
希望の企業は、下記の広告代理店までご連絡ください。

過去の広報紙を右のＱＲコードからご覧に
なることができます。携帯でチェック!!

◎広報紙に関するお問い合わせ先 過去の広報紙のＱＲコード設置!!
日置市役所 総務課 秘書広報係 日置市伊集院町郡一丁目100番地
☎099（248）9401　FAX：099（273）3063

■令和２年度 日置市有料広告代理店
渕上印刷株式会社 ☎099（268）1002

４月１日現在（前月比）

◎広報紙を定期購読しませんか？
市外在住の方を対象に、定期購読をお勧
めしています。（年間購読料2,000円）

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。総務課秘書広報係までご連絡ください(TEL 248-9401)。

6 今月の
プレゼント!

新茶の季節になりました！今年も茶畑に
きれいな新緑の葉が元気よく育ってい
ます。緑茶にはがん予防効果、抗アレ
ルギー作用などに加え、風邪予防効果、
抗菌効果もあります。外出を控え、家
にいる機会も多いかと思います。ぜひこ
の機会にひおき茶をお試しください。

（４月22日　伊集院町古城）

日置市では 300 ヘクタール近い茶畑から年間 800 トン前後の荒茶が生産され
ています。若手の茶生産者で組織する日置市茶業研究会では、新茶を持ち寄
り配合して仕上げた「ひおき茶」を製造・販売しています。新茶のうま味が
詰まったひおき茶をぜひご賞味ください。
※ひおき茶はＡコープまつもと店で常時販売しています。

新茶 「ひおき茶」をプレゼント！

商品お問い合わせ先：日置市茶業研究会（事務局：ＪＡさつま日置加工直販課内　☎ 273-4787）
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東市来町 湯之元にオープンしました！
広々とした駐車場で女性も安心です

患者さま一人ひとりにあった治療を提案させていただきます

空き家バンク運用レポート
目次
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・まちの話題
・行政インフォメーション
・CIVIC NEWS
・健幸情報ひおき

・図書館へようこそ！
・コロナウイルス対策
・市民の窓
・編集たいむ
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～３年間の制度運用で見えてきたこと～

開催まであと…

《※令和2年4月10日現在》

10月３日開幕！！

141日


